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�030 年΁の「෼ذ఺」ʹཱͭڠಉ૊߹ࡁڞ
上੮ઐ໳৬ ෢ాɹढ़༟

໨ɹ࣍
̍ɽ2010 年୅における事業ڥ؀のม化
̎ɽ2030 年に޲けたઓུಈ޲
̏ɽ͜Ε͔Βの協同組合共済
̐ɽ݁ޠ

ΞϒετϥΫτ
2010 年୅͸、社会の࣋ଓ可能性のة機がਂࠁ化し、国಺֎でͦの対応が

໛͞ࡧΕた࣌期であͬたɻ2030 年をݟਾ͑て、国連͸ 4%(T（࣋ଓ可能な
開発໨ඪ）を中৺と͢る「開発ΞδΣンμ」を࠾୒し、*CA（国ࡍ協同組合
同ໍ）͸「2020ô2030 ઓུܭը」を、JCA（日本協同組合連携機構）͸

「2030 Ϗδϣン」をͦΕͧΕࡦఆしͭͭあるɻJCA のϏδϣン͸「協同を
ͻΖげて日本をม͑る」と͍͏ものであり、ͦΕͧΕの協同組合が、自Βの
ଘࡏҙٛとޙࠓの事業活ಈの方޲性・۩ମࡦに͍ͭて、ࠓ日的なจ຺でଊ
͑௚し、実践して͍く͜とがఏ͞ىΕて͍るɻ共済事業に͍ͭて͸、͜の新
たなจ຺のԼ、組合һのࢀըҙࣝを高めながΒ、協同組合のཧ೦・ಛ性を
౿·͑た事業活ಈを実践して͍く͜とがج本となΖ͏ɻ

Ωʔϫʔυ
఺、「֬৴」と「ม化」ذのҙٛ、ະདྷへの分「ଓ可能な開発࣋」
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本ߘのझࢫ͸、2020 年୅における協同組合共済のあり方に͍ͭて、2010 年
୅にݧܦした事業ڥ؀のม化と、ͦΕを受けて国ࡍ社会および಺֎の協同組合
組৫が 2030 年をݟਾ͑てܝげて͍るઓུ・Ϗδϣンのポイントを౿·͑てߟ
る͜と、一言で͍͑͹、協同組合共済の「͜Ε·での͢࡯ 10 年」と「͜Ε͔
Βの 10 年」を၆ᛌ的にଊ͑る͜とである�ɻ

̍.�0�0 年୅ʹ͓͚Δڥ؀ۀࣄのมԽ

ᾇɹ社ձ໰୊ͷਂࠁԽ
άローόルܦ済のਐలにͭΕて、֨ࠩ・ශ困の拡大が世界ن໛で͢͢み、

Θが国にお͍ても、ඇਖ਼ن労働者の૿Ճが高齢化と૬·ͬてශ困率の上ঢを
টき、ڭҭ֨ࠩが生·Εて͍たɻ·た、「地方消໓」に͍͔ͭͭ޲あると͍Θ
Εる地方ܦ済のർฐ、ީؾมಈとͦΕに൐͏自વ災֐のܹਙ化等、༷ʑな社
会໰୊がਂࠁ化してきて͍るɻ

͜͏したな͔、Ո଒・会社・地域における人ؒ関܎がرബになり、人との
「ͭながり」をࣦ͍ݽ立化͢るέースが૿͑ͭͭある͜と͸、「協同組合のΞ
イデンティティに関͢る *CA ੠໌」（1995 年、ҎԼ「*CA ੠໌」）のද現に
なΒ͑͹「人ʑの社会的なニーζに応͑、地域社会の発లに౒める」͜とを
ཧ೦・行ಈࢦ਑と͢る協同組合にとͬて、ಛに੾ഭした໰୊とଊ͑る΂きで
あるɻ

ᾈɹอݥ法ͷߦࢪɾద༻
2010 年 4 月にอݥ法がࢪ行͞Εたɻ共済ܖ໿͸、อݥ法第 2 ৚第 1 号に

お͍てద༻対৅とఆめΒΕた͜とにより、ܖ໿಺༰に関͢るج本的ルールが
法ఆ͞Εたɻ

日本共済協会͸、「共済ܖ໿に関して、ܖ໿者のอޢ、ฆ૪の๷ܦ、ࢭӦの
݈全性のҡ࣋等のࢹ఺で現୅社会にݟ合ͬたద੾なج本的ルールをઃける͜
と͸ඞཁであり、組合һの҆৺感・৴པ感と国ຽのཧ解ଅਐにͭながる」と
して、อݥ法のࢪ行・ద༻が共済にՃ入͢る組合һにとͬて๬·し͍͜とで
あるとධՁしたɻ共済事業を行͏各協同組合͸、อݥ法のنఆにଇして共済
໿ن・׺໿等を改ਖ਼し、事຿खଓ΍γステϜを੔උしてอݥ法のࢪ行をܴ͑、
ͦのن཯͸大きなࠞཚを生͡る͜となくఆணしたと͍͑るɻ

ᾉɹ౦೔ຊେ਒ࡂͱͦΕҎ߱ͷऔ૊Έ
2011 年 3 月 11 日に発生した౦日本大震災によるਙ大なඃ֐に対し、日
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本共済協会の会һ団ମ͸、生໋ܥ・ଛܥ֐合ܭで 93 ສ 5
000 ݅、1 ஹ 1
718
億円の共済金を支෷͍、ඃ災した組合һの生活と地域の再ݐを支͑たɻ͜の
݅਺・金ֹ͸、ຽؒの地震อݥ・生໋อݥによるอڅݥ෇にൺ͢ݞるもので
あり（ද �）、ܹਙ化͢る自વ災֐のڴҖに͞ࡽΕたΘが国における人ʑの
生活อোの制度として、協同組合共済がॏཁな社会的໾ׂを果たして͍る͜
とが再ೝࣝ͞Εたɻ

協同組合͸、共済ܖ໿にͮجく共済金のڅ෇Ҏ֎にも、ͦΕͧΕのઃ立झ
・΍業຿ൣғを౿·͑たଟ༷なඃ災者支援・復興支援を行͍、ଟくの組合һࢫ
関܎者が、協同組合が地域社会にお͍て果た͢໾ׂのॏཁ性と可能性を強く
実感͢る͜ととなͬたɻ

（ද�）౦೔ຊେ਒ࡂʹର͢Δࢧ෷࣮੷

ࡁɹɹڞ 93ສ5
000݅ɺ1ஹ1
718ԯԁ
（2015೥3݄31೔࣌఺ɺ೔本ڠࡁڞձௐ΂）

地਒อݥ 78ສ3
000݅ɺ1ஹ2
345ԯԁ
（2012೥5݄31೔࣌఺ɺ೔本ଛ害อڠݥձௐ΂）

ੜ໋อݥ 2ສ1
000݅ɺ1
599ԯԁ
（2013೥4݄30೔࣌఺ɺੜ໋อڠݥձௐ΂）

（ग़య）චऀ࡞੒

֐໛な地震・௡೾が生͡る֬率が高く、ͦΕΒによるඃنΒに大͞、ޙࠓ
に対͢るڅ෇を行͏協同組合共済の、ඃ災した組合һの生活再ݐに果た͢΂
き໾ׂのॏཁ性も૿しͭͭあり、దਖ਼・ਝ଎なଛ֐ௐࠪ・共済金支෷ॲཧと
ͦのਐ௙؅ཧのためのମ制・खଓの੔උ΍୲อྗの造成が՝୊となͬたɻ·
た、ͦΕҎ֎の協同組合にあͬても、組合һ͔Βの૬ஊ・໰合ͤへの対応、
ඃ災したڌ఺への支援、組৫全ମの業຿ܧଓܭը（#C1）の੔උ等の՝୊に
औり組Ή͜とが求めΒΕたɻͦして組合һに޲けて͸、共済Ճ入による災֐
へのඋ͑΍日͔ࠒΒの๷災・減災のऔ組みをଅ͢働き͔けがੵۃ的に行ΘΕ
るよ͏になͬたɻ

ᾊɹڠಉ૊合ʹର͢ΔࡍࠃతͳධՁɾظ଴
ᶃɹ国ࡍ協同組合年とޙࠓ໨͢ࢦ΂き社会૾・協同組合૾

国ࡍ連合（国連）͸、協同組合を「࣋ଓ可能な開発、ශ困のࠜઈ、都
できる事業ମ」とධՁݙߩにܭ済部໳の生ܦ農ଜにおける͞·͟·な・ࢢ
し、2012 年を「国ࡍ協同組合年（*OUFSOBUJPOBM :FBS PG CPPQFSBUJWFT
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ʹ *:C）とఆめ、世界全ମで協同組合の社会的ೝ஌度の޲上、協同組合の
ઃ立・発లのଅਐと、ͦΕΒのための੓府・関܎機関への働き͔けにऔり
組Ή͜ととしたɻ

Θが国にお͍ても、各छのイϕント΍事業が開催͞Εるとともに、੓府
に対し、協同組合のج本ཧ೦と法制度の౷一的ཧ೦をࣔ͢「協同組合ݑষ」
の制ఆの働き͔けが行ΘΕたɻ݁果としてͦの制ఆの実現に͸ࢸΒな͔ͬ
たが、協同組合研究者΍組৫୅ද者がとり·とめたݑষの「૲Ҋ」͸、「組
合һのための共ӹ的活ಈͩけでなく、地域社会全般に関Θるެӹのための
活ಈを行͏΂き」と͍͏協同組合૾と、「ެ的部໳・Ӧརا業分野とฒͿ社
会ܦ済γステϜの༗ྗな構成ཁૉとして、ଟくの人ʑが自発的に事業΍ܦ
ӦにࢀՃできるެਖ਼で自༝な࢓組みとして、協同組合をؚΉຽؒのඇӦར
部໳をҐஔͮける」と͍͏社会૾を、ޙࠓのある΂き࢟としてࣔした఺で
大きなҙٛがあͬた �ɻ

ᶄɹ4%(T
2015 年 9 月、国連͸、2030 年を໨ඪ年࣍として͢΂ての国と関܎者が

実行͢΂き行ಈܭըとして、17 ߲໨の「࣋ଓ可能な開発໨ඪ（4VTUBJOBCMF 
%FWFMPQNFOU (PBMTʹ4%(T）」を中৺と͢る「զʑの世界をม革͢るɿ
୒し、ͦのな͔で、協同組࠾ଓ可能な開発のための開発ΞδΣンμ」を࣋
合がຽؒセΫλーの一һとして4%(Tにऔり組Ή主ମである໌ࢫจ化したɻ

*CA ੠໌の「ʤ第 7 ଇʥコミュニティへの関༩」のな͔にొ৔͢る「地ݪ
域社会のʠTVTUBJOBCMF EFWFMPQNFOUʡに౒める΂き」と͍͏行ಈࢦ਑を
に共༗して͍る世界の協同組合にとͬてط 4%(T ͸、͜Ε͔Βଟ༷な主ମ

（੓府、ຽؒا業、研究者等）と一ମとなͬてऔり組Ή΂き߲໨と໨͢ࢦ΂
き౸ୡ఺を໌ࣔした఺で、ॏཁなҙٛを༗͢るɻ共済事業に関して͸、一
般的に、ද� にࣔしたܗで 4%(T にऔり組Ή͜とが͑ߟΒΕるɻ

（ද�）共済ۀࣄʹ͓͚Δ4%(sͷऔ૊ΈͱରԠ͢Δ໨ඪ

ɾ�Քಘೳྗの૕ࣦʹର͢Δอ障のఏڙʹΑΔ本ਓɾՈ଒のੜܭのҡ࣋ʤ໨ඪ
1ʥ

ɾڠࡍࠃ�ಉ૊合อݥ࿈合（*$.*'）のʮ5ô5ô5 ϚΠΫϩΠϯγϡϥϯεઓུʯ（஫）

΁のۚࢿԉॿɾٕज़支ԉʤ໨ඪ 1ʥ
ɾՈ଒೶ۀɾऀۀړ΍தখऀۀاʹର͢Δอ障のఏڙʤ໨ඪ 2ʥ
ɾ医療අෛ୲の؇和ʹد༩͢Δอ障のఏڙʤ໨ඪ 3ʥ
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ɾঁੑのχʔζʹରԠしͨอ障のఏڙʤ໨ඪ 5ʥ
ɾ৬һのޏ༻ɾ࿑ಇ৚݅の఺ݕɾվળ͓Αͼ݈߁΁の഑ྀʤ໨ඪ 8ʥ
ɾ�自વࡂ害ʹΑΔଛ害をరิ͢ΔࡁڞのਪਐʹΑΔඃऀࡂのੜۚࢿݐ࠶׆の確
อ͓ΑͼͦのͨΊの୲อྗ૿ڧɺଛ害ௐࠪɾ事຿ॲཧମ੍の੔උʤ໨ඪ 13ʥ

ɾࢴを༻いͨࡐࢿɾாථの࢖༻の཈੍ʤ໨ඪ 15ʥ
ɾϚωʔϩϯμϦϯάର͓ࡦΑͼ൓ࣾձత੎ྗഉআのపఈʤ໨ඪ 16ʥ
ɾۚࢿ�ӡ༻ઌのબ定ʹ͓͚Δ SD(T ΁の取૊Έʹର͢ΔධՁの൓өʤ֤໨ඪڞ
௨ʥ

（஫）�ʮ2016 ʙ 2021 ೥の 5೥ؒでɺ5ͭの৽ࠃڵ（ΠϯυɺϑΟϦϐϯɺεϦϥϯΧɺέχΞɺί
ϩϯϏΞ）ʹ͓いͯϚΠΫϩΠϯγϡϥϯεをීͤ͞ٴɺ500ສੈଳの 2500 ສਓのශࠔ૚を
ର৅ͱしͯอ障をఏ͢ڙΔʯͱい͏取૊Έで͋ΔɻϑΣϧφΠϨϯ �λʔόοΫʮੈքのڠಉ
૊合อݥ事৘ͱ *$.*' のରԠʯࡁڞͱอ2017ݥ೥ 7݄߸ 14ท（೔本ڠࡁڞձ）ࢀরɻ

（ग़య）චऀ࡞੒

ᶅɹϢωスコによるແܗจ化Ҩొ࢈࿥
2016 年 11 月、国ࡍ連合ڭҭՊֶจ化機関（Ϣωスコ）͸、協同組合を

「共௨のརӹとՁ஋を௨͡てコミュニティͮくりを行͏͜とができる組৫で
あり、ޏ༻の創出΍高齢者支援͔Β都ࢢの活性化΍再生可能ΤωルΪーϓ
ロδΣΫト·で、͞·͟·な社会的໰୊への創ҙ޻෉ある解ܾࡦをฤみ出
して͍る」とධՁし、「協同組合にお͍て共௨のརӹをܗに͢ると͍͏ࢥ૝
と実践」をແܗจ化Ҩ࢈としてొ࿥͢る͜とをܾఆしたɻΘが国の協同組
合も、地域社会の௚໘͢る՝୊に対͢る༗効な解ܾࡦを生み出し、よりよ
͍くΒし・࢓事をͬ࡞て͍くෆஅのऔ組みを௨͡て、協同組合のࢥ૝と実
践を「Ҩ࢈」として࣍世୅に引き͙͜ܧとが求めΒΕて͍るɻ

ᾋɹ法੍نͷಈ޲
ᶃɹ農協法の一部มߋ

Θが国੓府の「農協改革」の一؀として 2016 年 4 月にࢪ行͞Εた農協
法の一部มߋ͸、協同組合の本࣭に関Θる「Ӧར໨的のࢭې」をఆめたจ
言を࡟除して「農業所ಘ૿大への࠷大ݶ഑ྀ」を໌จ化し、地域社会の࣋
ଓ可能な発లのために活ಈ͢るެӹ性を軽ࢹして͍る఺΍、組合һが自主
的に൑அ͢΂き事߲にհ入͢るنఆをઃけた఺等、੓府が、協同組合に対
͢るਖ਼し͍ཧ解をܽき、ᾊでड़΂た国ࡍ的なை流に൓͢る࢟੎である͜と
への൷൑・ݒ೦を、ଟくの協同組合関܎者・研究者にもたΒしたɻ

͜の農協法มߋにあたり、JA共済事業に͍ͭて農ྛਫ࢈省͸、全国共
済農業協同組合連合会（JA共済連）に対し、各地域のJAの事຿ෛ୲を
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軽く͢る改ળࡦをࣔ͢よ͏求め、自己改革の実行ঢ়گを஫ࢹして͍く͜と
とし、JA共済連のࣜג会社化に͍ͭて、金༥ிと中௕期的にݕ౼͢る͜
ととしたɻޙࠓJA共済が協同組合共済としてܧଓして実ࢪできる͔にͭ
͍て͸、自己改革の成果に対͢るධՁ΍各地域のJAのҙ޲を౿·͑て引
きଓきݕ౼͞Εる͜ととなるɻ

ᶄɹΞϝϦΧ・̪̚による共済ن制ཁ求
共済事業に関して͸、ΞϝϦΧおよび̪̚の੓府・ܦ済界͔Βのࢢ৔開

์ཁ求の一؀として、อݥ分野への自༝ࢀ入のためのڝ૪৚݅の֬อの໊
໨で、協同組合の行͏共済に対してもอݥ業法をద༻し、金༥ிの؂ಜԼ
にஔく等、֎ܥࢿอݥ会社と同等のن制・税ෛ୲を՝͢（イコールϑο
ティンά）΂きであるとの主ுが、2000 年୅Ҏ߱܁りฦし行ΘΕてきたɻ

2017 年 1 月にΞϝϦΧが؀ଠ平༸連携協ఆ（511）͔Β཭୤した͜と
により、同協ఆにͮجく制度改ఆが強行͞Εるので͸な͍͔と͍͏ݒ೦͸
現実化しな͔ͬたが、ͦのޙもࡏ日ถ国঎޻会ٞ所（ACCJ）΍ԤभϏδ
ωス協会（&#C）͸、引きଓきอݥ会社とのイコールϑοティンάを求め
て͍るɻ

ᾌɹ৽ͨͳڠಉ૊合ؒ࿈ܞ૊৫
*CA ੠໌の「ʤ第 6 も効果的に࠷ଇʥ協同組合ؒ協同」に͸、「組合һにݪ

αーϏスをఏڙし、協同組合ӡಈを強化͢るために各छの協同組合が͍ޓに
連携͢΂き」ܝࢫげΒΕて͍るɻΘが国でもଟくの地域で連携組৫がઃけΒ
Ε、イϕントの開催、໾৬һのަ流、ϘランティΞ活ಈ、ڭҭ・޿ใ活ಈ等
ଟ༷なऔ組みが行ΘΕてきたが、2018 年 4 月、協同組合が地域社会で果た
͢໾ׂ・機能の可能性を޿げて͍くための新たな連携組৫として、日本協同
組合連携機構（JCA）が発足し、協同組合ؒ連携等（ਪਐ・支援）、੓ࡦఏ言・
の機能をඋ͑る͜ととしたɻ（ٴී・೺Ѳ・共༗）ҭ・研究ڭ、ใ（発৴）޿

協同組合ؒ連携のଅਐとともに、ڭҭ・研究・޿ใの機能をඋ͑た全国ن
໛の組৫が生·Εた͜と͸、JA・J̛・生協と͍ͬたݸ別の協同組合の࿮

（立৔΍ར֐）をӽ͑て、協同組合と͍͏組৫のଘࡏҙٛ、ಛ性、活ಈ、໨ࢦ
͢もの等に͍ͭての஌ࣝ・৘ใをద੾にとり·とめ、組合һ・໾৬һのҙࢥ
݁ूをਤるとともに、一般の人ʑの協同組合に対͢るਖ਼し͍ཧ解と支࣋をಘ
て͍く͏͑でॏཁなܖ機となるものであるɻ
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ᾍɹ୆෩ɾ߽ӍʹΑΔඃ֐ͷܹਙԽ
2019 年 10 月、౦北地方・関౦地方に大きなඃ֐をもたΒした「令和元年

౦日本台風」に୅ද͞Εるよ͏に、ۙ年、台風・豪雨によるඃ֐のܹਙ化が
ஶである（දݦ 3）ɻͦのഎܠとして、地ٿԹஆ化によるւ໘ਫԹの上ঢに
より大ؾ中のਫৠྔؾが૿͑た͜とで߱雨ྔが૿Ճして͍る͜とと、ݥةの
高͍ࣼ໘地΍ਁਫ૝ఆ۠域におけるॅ୐開発・人૿ޱՃがਐΜできた͜とが
大台風、ઢঢ়߱ਫଳ、ήϦڊԹஆ化のਐలにͭΕて、ޙࠓ、ఠ͞Εておりࢦ
ラ豪雨によるඃ֐が͞Βにਙ大化͢る͜とがةዧ͞Εて͍る3ɻ

自વ災֐に対͢る強ਟ性・ద応ྗの޲上と҆全な地域社会ͮくりに޲けて、
ᾉޙஈでड़΂たऔ組み͸、ޙࠓの台風・豪雨へのඋ͑としてもॏཁ性を૿し
て͍るɻ

（ද3）�0�0年Ҏ߱ͷओͳ୆෩ɾ߽ӍʹΑΔॅՈඃ֐（୯Ґɿ౩）

೥ 害名ࡂ ඃ害౩਺
2010（H22） 7݄ঙ߽ݪӍ 7
812
2011（H23） ୆෩12߸ 26
096
2011（H23） ୆෩15߸ 11
579
2012（H24） ฏ੒24೥7݄۝भ๺部߽Ӎ 14
872
2013（H25） ୆෩26߸ 7
236
2014（H26） ฏ੒26೥8݄߽Ӎ 4
769
2015（H27） ฏ੒27೥9݄ؔ東ɾ東๺߽Ӎ 23
337
2016（H28） ୆෩11߸ɾ9߸ 3
854
2016（H28） ୆෩10߸ 6
004
2017（H29） ฏ੒29೥7݄۝भ๺部߽Ӎ 3
864
2018（H30） ฏ੒30೥7݄߽Ӎ 51
110
2019（31） ྩ和ݩ೥東೔本୆෩ 101
673

（஫）ʮඃ害౩਺ʯ͸ɺ全յɾ൒յɾ一部破ଛɾচ上ਁਫɾচ下ਁਫの合ܭɻ
（ग़య）消๷ி΢ΣϒαΠτʮࡂ害৘ใʯをجʹචऀ࡞੒

ᾎɹ৽ܕίϩφػة
新型コロナウイルス͸、੓ܦ、࣏済、医ྍ、労働、ڭҭ等社会の各方໘に

大きなӨڹを༩͑、ͦΕͧΕの方໘でޙࠓのあり方が໰ΘΕて͍るɻܦ済活
ಈのऩॖが、ܦ済的にෆ҆ఆな立৔の人ʑによりਂࠁなӨڹを༩͑る͜とに
より֨ࠩの拡大・ݻఆ化がՃ଎し、·た、感染๷ࢭのために人との઀৮機会
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のଟくがࣦΘΕた͜とによりݽ立化が͢͢Ή、と͍ͬたܗで、ͦΕ·でࢦఠ
͞Εてきた社会໰୊に対͢るݒ೦が一૚強くなͬて͍るɻ協同組合がಛにॏ
本主ٛのԼでのαࢿ΂き「地域」の՝୊に͍ͭて͸、効率ภॏにؕͬた͢ࢹ
ϓライνΣーン（ւ֎ґଘ）΍大都ࢢ一ूۃ中の੬ऑ性が໌Β͔になͬたと
して、より॥؀的・分ݖ的な地域社会を͢޲ࢤ΂きࢫの主ுが໨立ͬて͍るɻ

協同組合共済͸、͜のة機のな͔、共済金のڅ෇対৅の拡大、共済ֻ金の
෷ࠐ༛༧等、ͦΕͧΕのܖ໿಺༰に実຿上のӡ༻・ાஔを͜͢ࢪとにより感
染者に対͢るอোఏڙを行ͬて͍るが、ޙࠓに޲けてॏཁな՝୊͸、組合һ
対応のあり方であΖ͏ɻඇ対໘・ඇ઀৮の対応への੾͑׵を๬Ή組合һも͍
Ε͹、ैདྷどおりの対໘によるઆ໌΍खଓを๬Ή組合һも͍る͜とが૝ఆ͞
Ε、ͦΕͧΕの組合の事৘・൑அに応͡て、๬·し͍と͑ߟΒΕる対応を実
践して͍͔なけΕ͹なΒな͍ɻ

̎.�030 年ʹ͚ͨ޲ઓུಈ޲

ᾇɹ*$"ʮ�0�0ʵ�030ઓུܭըʯ
*CA（国ࡍ協同組合同ໍ）͸、2020 年 7 月 6 日、「協同組合の第 2 の 10

年に޲けた人ʑを中৺にਾ͑たಓのりʕ2020ô2030 ઓུܭըʕ」（ҎԼ「ઓ
ը」）をެදしたɻܭུ

͜のઓུܭը͸、2012 年の国ࡍ協同組合年をܖ機として、2020 年に޲け
てࡦఆした「協同組合の 10 年に޲けたϒルーϓϦント」（ҎԼ「ϒルーϓϦ
ント」）を౿·͑、ͦ͜にࣔ͞Εたઓུを、2030 年をݟਾ͑てݟ௚したもの
であるɻͦの主ཁテーϚとͦΕͧΕのઓུ的໨ඪを·とめたものがද� であ
るɻઓུܭըの主なポイント͸࣍のとおりであるɻ

（ද�）ઓུܭըͷ�ͭͷओཁςʔϚͱઓུత໨ඪ

ಉ૊合ͷΞΠσϯςΟςΟਪਐڠ
ɹ˙͓ؔऀ܎Αͼ一ൠࢢຽʹΑΔ認஌
ɹ˙ؔػࡍࠃ�ʹΑΔΞΠσϯςΟςΟ認஌ɺ໨తɾϓϩάϥϜɾํ๏΁の૊ࠐΈ
ɹ˙ڭҭγεςϜ͔Βのഉআ΁のֶࡍతなରԠ

ಉ૊合ӡಈͷ੒௕ڠ
ɹ˙ڠಉ૊合ӡಈのਪਐɺҙཉのڧԽ
ɹ˙ձһのχʔζをຬͨ͢ͱい͏໨తʹԊͬͨʮ੒௕ʯの定ٛ
ɹ˙ڠಉ૊合ӡಈのೳྗのֵ৽ɺ৽ͨな੡඼ɾαʔϏεɾ஌ࣝの૑଄
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ಉڠಉ૊合ؒڠ
ɹ˙ڞ௨のརӹ͕͋Δ෼໺のੵۃతなಛ定
ɹ˙σʔλのऩ集ɾՃ޻ɾར༻のͨΊのੈքతな࿈ܞ
ɹ˙େن໛ڠಉ૊合ʹΑΔখن໛૊合の支ԉʹ͚ͨ޲঑ྭ

ੈքͷ࣋ଓՄೳͳ։ൃ΁ͷݙߩ
ɹ˙ SD(T のओཁなࢦඪのಛ定ɺڠಉ૊合の௚઀తݙߩのଌ定ɾਪਐ
ɹ˙ڠಉ૊合のݙߩのௐࠪɺ定ظతなਐ௙ใ告ʹΑΔप஌
ɹ˙࣋ଓՄೳな։ൃのͨΊの੓ࡦ࿮૊Έɾઓུのߏஙɺؔऀ܎のίʔσΟωʔτ

（ग़య）�*$"ʮڠಉ૊合のୈ2の10೥ʹ͚ͨ޲ਓʑをத৺ʹਾ͑ͨಓのりʕ2020ô2030ઓུܭըʕʯɺ
ʮڠಉ૊合の10೥ʹ͚ͨ޲ϒϧʔϓϦϯτʯをجʹචऀ࡞੒

ᶃɹ「2020 Ϗδϣン」のܧଓとܭଌ可能なࢦඪͮくり
ઓུܭը͸、ϒルーϓϦントが、2020 年·でに໨͢ࢦ΂き協同組合の

事業ܗ態としてܝげた࣍の「2020 Ϗδϣン」を、ม͑る͜となく 2030
年·でܧଓ͢る͜ととしたɻ
Ξɽܦ済、社会、ڥ؀の࣋ଓ可能性にお͍てఆධあるϦーμー
イɽ人ʑに޷·Εるモデル
ウɽ࠷も急଎に成௕͢る事業ܗ態

ͦの͏͑でઓུܭը͸、Ξに͍ͭて「国連の 4%(T を協同組合޲けにௐ
੔したࢦඪ」を、イに͍ͭて「協同組合ӡಈに対͢る一般ࢢຽのೝ஌をモ
ニλϦンά͢るためのࢦඪ」を、ウに͍ͭて「協同組合にとͬての成௕の
ҙຯをఆٛ͢るためのࢦඪ」を、ͦΕͧΕઃけ、͜ΕΒのࢦඪを༻͍て、
くप஌͢る͜ととして͍るɻ޿、のऔ組みの成果を実ূしޙࠓ

ᶄɹ4%(T の「活༻」
ϒルーϓϦント͸、2020 Ϗδϣンをୡ成͢るためのॏཁなテーϚの 1

ͭとして、「協同組合を࣋ଓ可能性の構ங者とҐஔ෇ける」͜とをܝげ、ͦ
の͜とに͍ͭて一般のཧ解をಘる͜と自ମを໨ඪにؚめて͍たɻઓུܭը
で͸、2015 年に 4%(T が࠾୒͞Εた͜とを౿·͑、「国ࡍ的な協同組合ӡ
ಈ͸ 4%(T を活༻して、࣋ଓ可能な開発に޲けた自Βのܧଓ的なݙߩをࣔ
͢」と͍͏ੵۃ的な࢟੎がࣔ͞Εて͍るɻ

ᾈɹ+$"�030Ϗδϣϯ
JCA ͸、Θが国におけるॳめての協同組合ԣஅ的な௕期Ϗδϣンとして、

2030 年をݟਾ͑た「JCA2030 Ϗδϣン」のݪҊをとり·とめ、2021 年 3
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月の総会でのܾఆに޲けて組৫協ٞを࢝めたɻJCA2030 Ϗδϣン͸「協同
をͻΖげて、日本をม͑る」と͍͏ものであり、ͦの主なポイント͸࣍のと
おりであるɻ
ᶃɹ「ະདྷへの分ذ఺」とのೝࣝ

JCA ͸、2030 年をݟਾ͑たڥ؀ม化として࣍の 3 ఺をࢦఠし、「͜の
10 年ؒが࣋ଓ可能なະདྷになる͔൱͔の分ذ఺」とのೝࣝをࣔして͍るɻ
Ξɽ新型コロナة機によるύラμイϜγϑトのཁ੥
イɽ地ٿԹஆ化΍世界人ޱの૿Ճに対し、協同組合が 4%(T の՝୊ୡ成に

しಘる͜とݙߩけて޲
ウɽ日本における人ޱ減গ、֨ࠩとශ困の拡大に対し、地域の協同組合が

連携して「地域のくΒしを支͑て͍く」໾ׂを発شしಘる͜と
ͦして、͜の 10 年ؒの協同組合に͍ͭて、「日本社会にお͍て協同組合

が連携して地域՝୊を解ܾして͍くϝインϓレーϠーとしてのଘࡏ感を高
めて͍くඞཁがある」と࿦͡て͍るɻ

ᶄɹ「協同をͻΖげて日本をม͑る」のҙٛ
JCA ͸、「ະདྷへの分ذ఺」͔ͩΒͦ͜「協同をͻΖげる」͜とを໨ࢦ

͢ҙٛがあるとして、「組合һ・地域ॅຽ͸もとより協同組合ؒ連携のも
と、地元ا業・/10・行੓等ଟ༷な関܎者とともに͞·͟·な地域՝୊の
ୡ成をめ͟͢「協同のϓラοトϑΥーϜ」として、「協同をͻΖげる」͜と
を͢͢めて͍く」͜とをఏىして͍るɻͦの͏͑で、「日本をม͑る」͜と
のҙຯに͍ͭて、「お͍ޓにできるͩけॿけ合͏͜とでօのͤ޾の実現を໨
ଓ可能な地域社会の実現࣋૪一ล౗の͍·の社会をڝ・と͸、成௕͜͢ࢦ
へస͢׵る͜とであり、ͦのよ͏な社会にม͑て͍く͜とをめ͟した͍」
と࿦͡て͍るɻ

2030 年に޲けて、Θが国の協同組合がԣஅ的に、「ا業・/10・行੓
等とともに日本を࣋ଓ社会な社会にม͑る」と͍͏௕期Ϗδϣンを共༗͢
る͜と͸、1 ᾊ ᶃでड़΂た「ެӹのための活ಈも行͏」と͍͏協同組合૾
を大きくલਐͤ͞る௅ઓ的なઓུઃఆであると͍͑よ͏ɻ

ᶅɹϏδϣンを実現͢るための޻ఔද
JCA2030 Ϗδϣン͸、ͦの޻ఔදとなる 3 ஈ֊の中期ܭըおよびͦの

第 1 期（2021 ʙ 23 年度）におけるج本的事߲と౸ୡ໨ඪをซͤてఏى
して͍るɻ۩ମ的に͸、「地域՝୊に͍ͭてؾ軽に࿩し合͏ラウンυテーϒ
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ル（円୎会ٞ）のऔ組み」、「協同組合ؒ΍ଞセΫλーとの連携をͭな͙ϓ
ラοトϑΥーϜとしての機能のॆ実」、「協同のՁ஋をͻΖげるポϦγーͮ
くり（ૅج研究・੓ࡦఏ言・޿ใ）と人ͮくり」の 3 ఺が「ઓུࠎ子」と
͞Ε、第 1 期͸「૬ޓཧ解と連携を௨͡て共௨՝୊を୳」る͜とと͞Εて
͍るɻ͜ΕΒが໌ࣔ͞Εた͜とにより、ޙࠓの JCA のݸʑの活ಈのઓུ上
のҐஔͮけが໌֬になるとともに、各期中・期຤のୡ成（ਐ௙）ঢ়گをධ
Ձ・共༗͢る͜とが༰қになり、ଟくの関܎者によるϏδϣンのཧ解と実
現に͢ࢿる͜とが期待͞Εるɻ

３.͜Ε͔Βのڠಉ૊߹ࡁڞ

ᾇɹ+$"�030ϏδϣϯͷٻΊΔʮ֬৴ʯͱʮมԽʯ
JCA2030 Ϗδϣン͸、「協同をͻΖげる」ために͸、自Βの「協同」に֬

৴をͭ࣋͜とがલఏとなるとࢦఠし、·た、「社会をม͑る」ために͸、·ͣ
協同組合自਎がมΘるඞཁがあり、͍͔に自Βの事業・組৫をม͑る͔、組
合һ・໾৬һ自Βが͍͔にมΘる͔が໰ΘΕる、と࿦͡て͍るɻJCA ͸、会
һ団ମの組合һ・໾৬һに対して、各ʑ「協同と͸Կ͔、協同組合と͸Կ͔」
に͍ͭて͑ߟ、自分たͪが「どのよ͏な社会」にม͑た͍の͔対࿩をਂめる
͜とを、「社会をม͑る」ための協同組合ӡಈの出発఺としてఏىして͍るɻ

してࢦ෰を໨ࠀ社会がͦのࡍ化し、国ࠁ機が༷ʑな໘でਂةଓ可能性の࣋
2030 年にୡ成͢΂き໨ඪとしてઃఆした 4%(T がਁಁ・ఆணしͭͭある͜
とにͭΕて、Θが国のا業΍自࣏ମにお͍てもཧ೦・໨ඪ・ܭըのస׵がਐ
みͭͭある�ɻ͞Βに 2020 年に発生した新型コロナة機が、͜Ε͔Βの社
会・ܦ済のあり方のݟ௚しをഭͬて͍るɻ*CA のઓུܭըと JCA2030 Ϗ
δϣン͸、͜のよ͏な࣌期にࡦఆ͞Ε、ޙࠓ 10 年ؒの協同組合のあり方と
໨͢ࢦものをఏىして͍るɻͦΕͧΕの協同組合͸、自Βのଘࡏҙٛとޙࠓ
の事業活ಈの方޲性・۩ମࡦに͍ͭて、ࠓ日的なจ຺でଊ͑௚し、ͦΕを組
合һと共༗しながΒ、2030 年をݟਾ͑たޙࠓの社会ͮくりにݙߩして͍く
΂きঢ়گにある�ɻJCA2030 Ϗδϣンのૌ͑る「֬৴」と「ม化」͸、ͦの
よ͏なҙຯ合͍でଊ͑る͜とができよ͏ɻ

*CA ͸ 1995 年に࠾୒͞Εた *CA ੠໌を 2021 年に改గ͢る͜とをݕ౼
しており、·た、Θが国で͸、2020 年 12 月に「労働者協同組合法」が成立
したɻ͜ΕΒも、協同組合のあり方に͍ͭて新たな࿦఺΍可能性をもたΒ͢
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͜とが༧૝͞Εるɻ
ᾈɹཹҙ͢΂͖఺

協同組合がͦのଘࡏҙٛ΍ӡಈ・事業の方޲性を新たなจ຺でଊ͑௚͢に
あたͬて、࣍の఺にཹҙ͢るඞཁがあると͑ߟΒΕるɻ
ᶃɹ4%(T のഎܠ・性֨のཧ解

4%(T ͸、1 ᾊ ᶄでड़΂たよ͏に、国連の࠾୒した「զʑの世界をม革
͢るɿ࣋ଓ可能な開発のための開発ΞδΣンμ」の一部であるɻ現࣋」、ࡏ
ଓ可能な開発」͸「現ࡏおよびকདྷの世୅の人ྨのൟӫがґଘして͍る地
の世୅のཉ求をຬ足ͤ͞るよ͏ࡏしͭͭ、現ޢγステϜをอ࣋の生໋ҡٿ
な開発」とఆٛ͞Εており、ͦ͜に͸、「ڥ؀・社会・ܦ済の 3 本ப」と
ܦ・をલఏとして社会࣋γステϜのҡٿ方にସΘͬて、「݈全な地͑ߟ͏͍
済が࣋ଓ͢る」と͍͏ʠࠜݯ的なະདྷ૾ʡがあると͍ΘΕて͍る�ɻ国連͸、
ͦΕを、「世界をม革͢る」͜とにより実現しよ͏として͍るɻ4%(T ͸୯
に໨ඪをࣔして͍るͩけであり、ͦの実現可能性͸͞ূݕΕておΒͣ、ख
ஈもܭըもルールもఆめΒΕて͍な͍ɻ4%(T に関Θる༷ʑな主ମに、「ม
革」によりͦの໨ඪを実現͢る͜とを求めて͍るɻ

4%(T に͍ͭて͸「୭一人औり͞࢒な͍」と͍͏ཧ೦と۩ମ的な「17
の໨ඪと 169 の౸ୡ఺」でޠΒΕる͜とがଟ͍が、ͦのഎܠにあるະདྷ૾
と、「ม革」による社会ͮくりを༷ʑな主ମに求めて͍ると͍͏性֨をซͤ
てཧ解͢る͜とが๬·し͍ɻ

4%(T に͸จ化のଆ໘がܽけて͍るとࢦఠ͞Εて͍る� ͜とも、Θが国
の地域社会を͑ߟる͏͑で͸ཹҙ͢΂き఺の 1 ͭであるɻ

ᶄɹ日ʑの事業活ಈとの関܎の໌֬化
4%(T のझࢫ・ཧ೦͸ந৅的であり、17 の໨ඪの಺༰もଟذにΘたͬて

͍るɻྫ͑͹農業がශ困・ٌծ、食ྉ、݈ީؾ、߁มಈ、生෺ଟ༷性、イ
ンϑラ੔උなどଟくの߲໨に関Θるよ͏に、ෳ਺の໨ඪが૬ޓに関Θる͜
ともগなくな͍ɻ

ͦΕͧΕの協同組合の組合һ・໾৬һにとͬて、ޙࠓの日ʑの事業活ಈ
がどのよ͏に地域社会ͮくりに関Θるの͔、2030 年に޲けて日本をม͑
る「ม革」にͭながるの͔を໌֬に͢΂く、ͦΕͧΕの組合・地域のݸ性

（ଟ༷性）を活͔して、各業຿の「࣋分」（果た͢΂き໾ׂと౸ୡ఺）を໌
֬にしたΘ͔り΍͍͢จ຺ͮくりが求めΒΕるɻ͜のจ຺ͮくり͸、「͜Ε
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·での࢓事に 4%(T が上৐ͤ͞Εる」と͍͏イϝーδで͸なく、「͜Ε͔
Βଓけて͍く࢓事に͍ͭて、ある΂き࢟（໨ඪ）をઃఆし、ͦΕに応͡た
新たなストーϦーを࡞り、࢓事のҙຯをଊ͑௚͢」と͍͏イϝーδで఻͑
ΒΕ、共༗͞Εる͜とが๬·し͍ɻ·た、2030 年·でのؒ、地域社会ͮ
くりがどのよ͏にਐ௙し、成果をڍげて͍るの͔、組合һ・໾৬һ΍一般
の人ʑが実感できるよ͏に（ଞの協同組合によるものもؚめて）「͑ݟる
化」して͍く͜とも、新たなจ຺のೲಘ・ఆணに޲けてॏཁなऔ組みとな
Ζ͏�ɻ

ᶅɹ新たなจ຺のポイントと効果
一般的に、Θが国の協同組合͸、「ݪ఺（ݯ流）」と「組合һ本Ґ」をॏ

てきたと͍͑るが、上ड़のͬޠ性を޲ҙٛ΍事業の方ࡏして、自Βのଘࢹ
ᶃ・ᶄを౿·͑ると、ޙࠓに޲けて͸、「ະདྷ（࣍世୅）」と「ެ共（地域
社会ͮくり）」をैདྷҎ上に強くҙࣝしたจ຺をଧͪ出して͍く͜とが求め
ΒΕて͍ると͑ߟΒΕる�ɻ

2030 年に޲けて協同組合がどのよ͏なະདྷを໨ࢦしてどのよ͏に地域
社会ͮくりにྟΉの͔、ັྗ的でΘ͔り΍͍͢จ຺を新たにࣔし、ͦΕを
実践して͍く͜と͸、組合һのࢀըҙࣝを高めるとともに、໾৬һの໋࢖
感΍ಈ機෇けにもͭながる可能性があるɻ·た、協同組合全般΍਎ۙなಛ
ఆの組合に対͢る一般の人ʑのཧ解と支࣋をಘるとともに、ޙࠓのӡಈ・
事業を୲͏࣍世୅の人ʑの興ຯ・共感をಘる͜とにもͭながる͜とが期待
できるɻ

ᾉɹ͜Ε͔Βͷ共済ۀࣄ
・の共済事業のあり方に͍ͭて͸、日ৗ業຿にお͍て、協同組合のཧ೦ޙࠓ

ಛ性を౿·͑た「協同組合Βし͍」事業活ಈ（ද �）を஝ੵ͢る͜とがج本
となΖ͏ɻ「組合һの٬ސ化」がࢦఠ͞Εるな͔、ͦΕͧΕの協同組合の共済
事業が果たして͍る໾ׂを「組合һが自Βの組合の共済にՃ入͢る͜とのҙ
ٛ」として組合һに఻͑る͜とを௨͡て、共済ܖ໿者となる組合һの自֮を
ଅ͢͜とがඞཁであると͑ߟΒΕるɻಛにॏཁなの͸、࣍の఺であるɻ
ᶃɹ自分の෷͍ࠐΜͩ共済ֻ金が、共済金を受けऔͬたଞの組合һのอোに

໾立ͪ、·た、事業ऩӹとして自Βの地域・৬域に還元͞Εて͍る͜とが、
「共済へのՃ入と͍͏ܗで協同組合ӡಈにࢀըした」と͍͏ҙຯをͭ࣋͜と
を఻͑る͜と
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ᶄɹ協同組合の行͏共済事業のอো಺༰・ਪਐ活ಈ͸、「組合һの੠」͢なΘ
ͪͦのอোधཁ΍生活実感を౿·͑たものである͜とを఻͑る͜と

ᶅɹͦΕͧΕの協同組合の業຿ൣғ΍組合һの期待等を౿·͑、組合һが
「自Βの協同組合の͜と」としてཧ解・共感し΍͍͢಺༰と͢る͜と

ᶆɹ組合һを対৅とした޿ใと、日ৗ的に組合һと઀͢る໾৬һへのڭҭ・
研मとの連ಈをਤる͜と

（ද�）ڠಉ૊合Β͍͠共済ۀࣄͷཁૉ

ɾ૊合һͱの਎ۙでɺ৴པੑɾੑײڞの高いؔͮ͘܎り（๛͔なର࿩）
ɾڠ�ಉ૊合͕ࡁڞ事ۀを͏ߦझ͓ࢫΑͼ૊合һのधཁを౿·͑ͨอ障のઃܭɾ
ఏڙ

ɾΘ͔り΍͢いอ障内容ɺਝ଎なڅۚࡁڞ෇
ɾ事ۀऩӹの૊合һ΁のؐݩ
ɾ地Ҭࣾձのൃల΁のࠓ）ݙߩ後͸ɺSD(T ΁の取૊Έ）
ɾ๷ࡂɾࡂݮのಇ͖͔͚ɺඃऀࡂのੜ͓ݐ࠶׆Αͼඃࡂ地の෮ڵ΁の支ԉ
ɾ૊合һɾ地Ҭॅຽの݈؅߁ཧɾ医療
ɾࠃ�内֎でڞ༗͞ΕΔཧ೦（ඇӦརɺ૊合һ΁の最େไ࢓）΍໨͢ࢦ΂͖ࣾձ
૾をͯͬ࣋いΔ͜ͱ

（ग़య）චऀ࡞੒

協同組合の共済事業͸「୭͔が໥けるためでなく、組合һが͍ޓにकり合
͏事業であり、ӡಈである」、͢なΘͪ「組合һが共済にՃ入͢る͜とに͸、
٬となͬてอোをങސをചͬて͍る会社のݥӦ者が໥けるためにอܦ・主ג
͏͜とと͸全くҟなるҙຯがある�0」͜と͸、上هᶆを௨͡てޙࠓも܁りฦ
しૌ͔͑けて͍く΂きであるɻ

共済による生活อোのఏڙ΍地域ݙߩ活ಈの͜のよ͏なҙٛを、ᾇでड़΂
た「ࠓ日的なจ຺」のな͔に、ද �・ද � にܝげたཁૉを༻͍ながΒ、ͦΕ
ͧΕの協同組合のཧ೦と実践に૬応し͍ܗでҐஔͮけ、ͦの成果もؚめて಺
֎にࣔして͍く͜とが๬·Εるɻ

·た、ͦのલఏとして、新型コロナة機Ҏ߱、組合һとの઀৮機会の֬อ
を、組合һが҆৺・ຬ足できるܗで行͏͜とが՝୊となͬて͍る͜とにもཹ
ҙがඞཁであΖ͏ɻ

ޠ݁.̐

3 ᾈ ᶃでड़΂たよ͏に、国ࡍ社会͸「ڥ؀・社会・ܦ済の 3 本ப」と͍͏ߟ

創立30周年記念論文集 一般社団法人JA共済総合研究所（https://www.jkri.or.jp/）



98

͑方を改め、「݈全な地ٿγステϜのҡ࣋をલఏとして社会・ܦ済が࣋ଓ͢る」
と͍͏ʠࠜݯ的なະདྷ૾ʡをܝげて 4%(T をఏىして͍るɻΘが国の協同組合
が、「組合һへのไ࢓がཧ೦・事業໨的ͩが、地域社会にも関༩͢る」と͍͏ߟ
͑方で͸なく、「࣋ଓ可能な地域社会があͬて͸͡めて組合һの生活・事業が࣋
ଓ͢る」と͍͏Ϗδϣンを共༗しよ͏として͍る͜と͸、ͦのよ͏なจ຺でཧ
解͢΂きであり、ͦΕ͸、2020 年の࣌఺における、࣋ଓ可能性に関͢る強͍
ޙࠓ」、機感とة 10 年のॏཁ性」のೝࣝを、国ࡍ社会と共༗͢る͜とをҙຯし
て͍るɻ

*CA のઓུܭըの຤ඌに͸「世界人ޱの 12% が協同組合の組合һと૝ఆ͞
Εるが、協同組合ӡಈのྗ΍可能性、·た協同組合が自分たͪの生活をどのよ
͏にม革できる͔に͍ͭて、΄とΜどの人͸Θ͔ͬて͍な͍」との一จがあるɻ

「Θが国の協同組合とͦの組合һに͸、͜のࢦఠ͸౰たΒな͍」とڳをுͬて
2020 年୅をܴ͑、࣋ଓ的な地域社会ͮくりに໾ׂを発شして͍ける͔、͍·

「ະདྷへの分ذ఺」に立ͭͦΕͧΕの協同組合が໰ΘΕて͍るɻ

（஫ऍ）
̍ɹ本ߘ͸、෢ాढ़༟「協同組合共済をめ͙るڥ؀ม化と対応」共済とอݥの現ࡏとະདྷɹ

উ野ٛ޹ઌ生هكݹ೦࿦จू 239 ท（2019 年・จᚸ堂）および同「協同組合のઓུ
ಈ޲と協同組合共済の՝୊」共済総研レポート第 171 号 24 ท（2020 年・JA共済総
合研究所）を再構成し、Ճචを行ͬたものであるɻ

̎ɹ協同組合ݑষ૲Ҋの಺༰・ܦաに͍ͭて、2012 国ࡍ協同組合年全国実行ҕһ会・協
同組合ݑষʤ૲Ҋʥがめ͟͢もの（2012 年・Ոのޫ協会）ࢀরɻ

̏ɹ2020 年 12 月のه࿥的な߱ઇも、日本ւのւ໘ਫԹの高͞によるਫৠྔؾの૿Ճが
もたΒしたものとみΒΕて͍るɻ2020 年 12 月 18 日෇ಡച新ฉࢀরɻ

̐ɹ۩ମ的なऔ組みのྫとして、「ا業行ಈݑষ」（2017 年）、「4%(T ະདྷ都ࢢ」੓ࡦ
（2018 年）、「地方創生 4%(T ຽ連携ϓラοトϑΥーϜ」（2018׭ 年）がڍげΒΕるɻ

̑ɹಛに、業຿ൣғの͍޿協同組合にあͬて͸、4%(T のଟくの߲໨との関連で、จ຺
の再੔ཧが求めΒΕ、ͦの݁果͸、ຽؒのอݥ会社と͸大きくҟなるものとなる可能
性があるɻ

̒ɹֈ4%・࢙ݑߐ(T（࣋ଓ可能な開発໨ඪ）（2020 年・中央ެ࿦新社）62 ทおよびా
੉和෉ʹ 4%( ύートナーζ・4%(T ɹ2030ߟࢥ 年のͦのઌへɹ17 の໨ඪを超͑て໨
世界（2020͢ࢦ 年・インϓレス）48 ทࢀরɻ

̓ɹֈߐ・લܝ஫ 6）101 ทࢀরɻ
̔ɹྫ͑͹、͜Ε·でδϟύン 4%(T Ξϫーυを受৆したύルγステϜ生活協同組合連
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合会（第 1 回෭本部௕৆）・日本生活協同組合連合会（第 2 回෭本部௕৆）・;くし·
ະདྷ農業協同組合（第 4 回ύートナーγοϓ৆）のऔ組みのҙٛ΍܇ڭ͸、Θが国の
協同組合の組合һ・໾৬һにਁಁして͍ると͍͑るであΖ͏͔ɻ

̕ɹJAに͍ͭて、（賀川豊彦Ҏલの）中ۙ世ଜམ共同ମにおける「฻Βしのセーϑティ
ωοト」としての૬ޓැॿがͦのج૚にあり、現୅的՝୊として、「支ళ」のൣғ಺で
のด͡ΒΕた活ಈ・事業を大੾にしͭͭ、JAの֎に開͔Εた活ಈ・事業（ྫ͑͹、
中ؒࢁ地域の活性化、都ࢢ農ଜަ流、食ྉの҆ఆڅڙ、農福連携）にͭなげる「ެ共
性、ެ共ݍへの઀ۙ」にऔり組Ή΂きࢦࢫఠしたものとして、ੴాਖ਼ত「ޙࠓの総合
JAにおける共済事業の方޲性」共済総合研究第 81 号 8 ท（2020 年・JA共済総合
研究所）ࢀরɻ

10ɹΘが国における「共済」͸、「อݥ」と͸ҟなる制度として発ୡし、国ຽにਂくਁಁ
した制度として「อݥ」とิ׬し合͍ながΒ共ଘして͍るࢫ分ੳしたものとして、関
ӳত「共済とอݥに関͢る研究」共済総合研究第 80 号 10 ท（2020 年・JA共済総
合研究所）ࢀরɻ
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